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海藻バンクシステムと気候変動適応



気候変動で沿岸に何が起きているか

IPCC 第6次評価報告書(2023) 温暖化が藻場に及ぼす影響

水産庁（2021）

• 現状の気候政策の延長では、今世紀末に約3.2℃の温暖化
に向かっている

• 気候変動により、海水温の上昇や極端気象が頻発化・長
期化が進行

• 沿岸域では藻場の減少・磯焼けが進行

• 藻場生態系の劣化は漁業・地域経済・沿岸防災に直結

→気候変動に対しては、「緩和」と「適応」を同時に進める
必要がある。



藻場の多面的機能

堀(2019)

• CO2の吸収・貯留（ブルーカーボン）

• 生物多様性の基盤（産卵場・生育場・餌場）

• 栄養塩吸収による水質改善

• 波浪・海水流動など物理的環境を緩和

• 寄り藻、流れ藻の供給（種・遺伝子資源の供
給源）

水産庁（2021）

(藤田，2001、水産庁、2021、堀 2019))

藻場の減少によるリスク

• CO2吸収・貯留留量の低下

• 生物多様性の衰退（産卵場・生育場・餌場の消失）

• 水質の悪化

• 波浪緩和機能の低下（沿岸災害の激甚化）

• 寄り藻・流れ藻を供給する核藻場機能の衰退（種不
足による藻場再生力の低下・負のスパイラル）

藻場から流失した藻体の堆積、輸送、分解される有機炭素の
「貯留」過程のイメージ

ガラモ場に産卵したア
オリイカの卵塊

水産庁（2021）

藻場の磯焼けの状況







役割 



種苗供給ネットワーク



実証フィールド関係者と海藻バンク推進会を設立し、地元ニーズを踏まえながら実施

実施体制



プロジェクト進捗状況





ビジネスモデルのイメージ



公共事業での藻場造成を通じて地元漁業者へも貢献



海藻バンクとビジネスイメージ

遊漁体験・海洋観察

漁業体験

水産食堂 渚 泊

藻場造成した海域での

藻場造成した海域での

水産庁「海業の推進について」を改編

https://www.jfa.maff.go.jp/j/keikaku/attach/pdf/230718-127.pdf,

2025.8.9

https://www.jfa.maff.go.jp/j/keikaku/attach/pdf/230718-127.pdf
https://www.jfa.maff.go.jp/j/keikaku/attach/pdf/230718-127.pdf
https://www.jfa.maff.go.jp/j/keikaku/attach/pdf/230718-127.pdf


未来に向けた
連携と展望



今後の展望



2025年関西・大阪万博

「BLUE OCEAN DOME(ZERI JAPAN)」パビリオンに催事参加し、漁業者とトークセッション。



国連開発計画（UNDP）主催のワークショップに登壇し、ASEAN諸国での資金調達ソリューションを議論。

• ブルーカーボン生態系や気候変動対策のための革新的な金融ソリューションの共有・検討

• ブルネイ、ミャンマー、東ティモールのプロジェクトチームと協力した資金調達方策の検討

• 持続可能性に熱心なプロフェッショナル、起業家等とのマッチング



@kaisobank2022

Instagram

お問合わせはWebサイトよりお待ちしております。

Webサイト
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